
地理情報システム（GIS）導入による業務効率化に関する苅田町の取組について
～職員自ら構築した水道管路マップを始めとした業務効率化の取り組み～

平成25年に統合型GISが導入された事により『苅田町の水道管路を維持管理し
てきたノウハウを今のうちに職員の力でGIS管路マップに叩き込む』ことを決意。
現在では、そのデータを基に管路更新計画の策定やスマホアプリを活用し突発的
な事故等の対応に利用している。
また、全庁的に統合型GISを活用し業務の効率化を図った。

担当 上下水道課水道工務担当

取組概要 人口 37,399人

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

◇統合型GISの活用：職員独自で作成した水道管
路マップには、背景図に㈱ゼンリン住宅地図の採
用や管路シンボルもシンプルで簡単な入力作業を
実現した。全庁内では、横断的な利用が促進さ
れ、GISポータルサイトを利用し自席にて各課と情
報共有が可能となった。

◇スマホアプリ：漏水対応の迅速な対応や、災害
時の被災状況報告が可能となり夜間や休日など、
いつでもドコでも使える優れモノとなった。

行政サービスにとって地図情報
は欠かす事のできないものです。
統合型GISは様々な用途で利用
でき、独自システムからの移行も
可能なため業務の見直しに最適

です。職員の力で働きやすい職
場づくりに取り組みましょう。

創意・工夫した点

他団体へのアドバイス

（福岡県苅田町）

・導入コストは、約40,000千円の削減
であるが、各課で必要なアプリの構
築やシステム開発など、職員目線
の自由な発想や自ら効率化に向け
たアプリを構築できる環境となった
ことが大きな効果といえる。

・作業時間短縮による推定人件費を効
果額で表すと、約76,000千円の削
減効果となった。

取組の効果

（R2.1.1現在）

全庁での活用事例

課題と期待される効果


